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サステナビリティ基準委員会 

 

SSBJと ISSBが SSBJ基準と ISSB基準の間の整合性の継続を確認 

 

サステナビリティ基準委員会（以下「SSBJ」という。）は、「SSBJ 基準と ISSB 基準の比

較」の最新版を公表いたしました。この文書は、SSBJが公表するサステナビリティ開示基

準（以下「SSBJ基準」という。）と国際サステナビリティ基準審議会（以下「ISSB」とい

う。）が公表する IFRSサステナビリティ開示基準（以下「ISSB基準」という。）との違い

について説明することを目的としており、SSBJの母体組織である公益財団法人財務会計基

準機構（FASF）と、ISSBの母体組織である IFRS®財団により確認されています。 

 

この最新版は、ISSB が 2025 年 12 月に公表した「温室効果ガス排出の開示に対する修正

―IFRS S2号に対する修正」による修正内容及び、ISSB基準の修正に対応する SSBJ基準の

改正として SSBJが 2026年 3月 13日に公表した「温室効果ガス排出の開示に対する改正」

の改正内容を反映しており、SSBJ 基準と ISSB 基準との間の整合性の継続を確認するもの

となっています。 

 

なお、SSBJは、「SSBJ基準と ISSB基準の項番対照表」の最新版も公表いたしました。こ

の文書は、ISSB 基準の各パラグラフが SSBJ 基準に取り入れられているかどうか、取り入

れられている場合に、どこに取り入れられているのかを説明するために、SSBJが単独で公

表するものです。 

 

SSBJ基準は日本語でのみ公表していますが、英語を話される方の便宜を考慮し、「SSBJ基

準と ISSB基準の比較」及び「SSBJ基準と ISSB基準の項番対照表」は英語でも公表してい

ます。 

 

 SSBJ基準と ISSB基準の比較（2026年 3月 31日） 

 SSBJ基準と ISSB基準の項番対照表（2026年 3月 31日） 

 Comparison of ISSB Standards and SSBJ Standards (as of March 31, 2026) 

 Table of Concordance between the ISSB Standards and SSBJ Standards (as of 

March 31, 2026)  

https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/ssbj_20260331_01.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/ssbj_20260331_02.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/ssbj_20260331_01_e.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/ssbj_20260331_02_e.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/ssbj_20260331_02_e.pdf
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サステナビリティ基準委員会（SSBJ）について 

サステナビリティ基準委員会（SSBJ）は、2022年7月に公益財団法人財務会計基準機

構（FASF）の下に設立されたプライベート・セクターの機関です。SSBJは2025年3月我

が国最初のサステナビリティ開示基準を公表しました。金融商品取引法において、

SSBJが開発したサステナビリティ開示基準は、金融庁長官により一般に公正妥当と認

められるサステナビリティ情報の作成及び開示に関する基準として指定されていま

す。SSBJはまた、海外のサステナビリティ基準設定主体とコミュニケーションを取

り、グローバルなサステナビリティ開示基準の開発に貢献しています。SSBJに関する

詳細な情報は、ウェブサイト（https://www.ssb-j.jp/jp/）をご参照ください。 
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